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1 はじめに

「家畜排せつ物法 (略称 )」 の施行により、数年内

に家畜ふん尿処理施設の新設・改善が求められている。

畜産農家、特に規模の大きな酪農経営体は処理するふ

ん尿量から攪拌型の堆肥化施設導入を考慮するものの

経営的負担から、またメーカー主導的な処理方式の多

様さから施設導入に慎重になる面がある。

そこで県内に導入された酪農経営体の処理施設を調

査し各々の方式の性能・特徴を明らかにすることによ

り、50～ 60頭規模の酪農経営体におけるふん尿処理施

設の導入指針の作成を図った。

2 試験方法
対象とした施設は下表のとおり。

堆肥化マニュアル (中央畜産会)に よると牛ふん+オ

ガクズで堆肥舎切り返し (月 1回程度切り返し,165日

処理)による乾物分解率は約16%で ,こ の値から有機物

分解率は17～ 19%と 推定される。この数値を対照として

各々の方式の分解率を見ると,ス クープ式がもっとも

良と評価される。

次に、発酵槽内の堆肥温度を見るとスクープ式で冬

期でも60℃ 以上を示していた。密閉縦型は夏・冬期に

関わらず55℃ 前後を示した。ロータリー式は夏期で40

℃、冬期で10℃ 以下であった。堆肥温度は雑草種子や

病原菌の死滅を図るために60℃以上の温度で数日維持

させることが望まれる。スクープ式はこの点をクリア

していた。

密閉縦型は発酵槽から搬出後堆肥舎で堆積・切り返

しの処理をすることにより70℃ 以上になっていた。

同様にロータリー式は夏期には80%程度の含水率の原

料でも乾燥が進み、発酵槽搬出後堆肥合で堆積させる

と70℃程度の堆肥温度になっていた。しかし、冬期で

は乾燥が進まないため十分な堆肥温度に達していなか

った。

(2)コ スト比較

表2に各処理方式におけるコストを検討するため、経

産牛50～ 60頭規模とする標準モデルを示した。

このモデルに基づいて積算して、3つの堆肥化施設の

コスト比較を行った。結果は表3に各々の方式毎に建設

コスト、表4に維持コストを示した (脚注参照 )。

原料投入に際して各々の方式で調整方法が異なるが、

各施設の管理者は概ね表2に示した調整方法で原料投入

をしていた。

一般に、牛ふんの堆肥化の場合投入する原料の水分

は70%程度にするのが望ましく,オガクズで調整する

場合容積比で牛ふん :オガクズはおおよそ5:5あ るい

は4:6と 想定される 各々の施設の管理者はオガクズ
に代替しうる鶏糞や戻し堆肥を使つて,オガクズ購入

費を節約しようとしていた。特に密閉縦型ではオガク

ズを使用していなかった。この方式では電力によるエ

アレーションと加温が運転上の特徴によるためである。

ロータリー式では天日による乾燥効果で、夏期にオガ

クズ使用量が節約できる。

これらより家畜ふん尿の堆肥処理施設の選択にあっ

ては、副資材の入手は大きなポイントの一つとなると

いえる。

処理方式   調査箇所     摘  要
スクープ式    2ヶ所

密開縦型式   lヶ 所

ロータリー式   2ク 所

開放・回行型

発酵糟上下2槽

開放・直線型

(1)堆肥化性能調査

各々の施設において投入から搬出にいたるまでの数

ヶ所からサンプリングと堆肥温度を測定した。サンプ

リング後風乾物中の粗灰分 (強熱残量)の測定により、

有機物の分解率を推定した。ただし、密閉縦型式にお

いては温度は発酵槽に設置された温度計によった。こ

れらの調査を夏期と冬期に行った。

(2)コ スト調査

各々の施設の管理者である酪農経営主から聞き取 り

により調査した。コスト試算の際には各々の施設にお

ける原料調整方法を参考に各処理方式での標準モデル

を定め、建設コストと維持コストを算出した。

3 結果及び考察

(1)堆肥化性能
有機物の分解率と堆肥温度について表 1に示した。

有機物の分解率はスクープ式と密閉縦型式では夏期と

冬期による差が少なく、ほぼ同様な値を示したのに対

して、ロータリー式では夏期で20%程度、冬期で5%足 ら

ずと季節による差が大きかつた。
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以上から調査した各々の攪拌型堆肥化方式の特徴と

して次のようにまとめられた。

①スクープ式は堆肥化性能に季節変動が少なく、年間

を通じて良好な堆肥生産が可能である。しかし、処理

コスト的には比較的高いこと。

②密閉縦型は電力を要するがオガクズなどの購入副資

材がなくても運転可能である。ただし戻し堆肥が使え

るように搬出後も切り返し処理が必要なこと。

③ロータリー式は比較的低コストで、夏期には高水分

の原料投入が可能であるが、冬期の堆肥化性能に大き

な差があること。

これらの特徴を踏まえて、処理施設の導入希望者に

対する設間方式による選択チャート(図 1)を作成した。

4 まとめ

県内に導入された酪農経営におけるふん尿処理施設

の調査した その結果,3方式 (ス クープ式・密閉縦型

式・ロータリー式)の処理施設の堆肥化性能およびコ

ストにおける特徴を明らかにした この特徴を踏まえ

て,成牛50～ 60頭規模の酪農経営体におけるふん尿処理

施設導入指針を作成した。施設導入希望の農家の指導

等に活用されたい。
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表1堆肥化性能 (有機物分解率及び堆肥温度 )

式  有機物分解率発諄檜内潟産 備  考

表3 建設コス ト (千円 )

表4 維持コスト (千円/年 )

償 機  械   2,340   2,フ 00   3'8
却 _担___■____理 ____堕 ___180■
費   小計   3J34  2925  2178
電気代

経 機械燃料費

修理その他

副資材

360      1.000        200

50         60         50

80         50         20

1.500          0        800

スクープ式

密 用機 型

ロータリー式

鰤
』
螂

00～ 70'D

5ず0  こ次発辟必要、輩薇時EEIE70C可能

10～ 40℃     同上(ただし季節壼勁大)

堆lB4ヒ性能とコストでは

低コストを重視する

費 量押 i_…………」■_………]⊇_………●■
小計   2,606   1880   1.336
合   計
      (31:S     (31:器      (21滉

'

1頭当り経費 104         87         64

(70)       (56)       (42)

注1:()内数字は補助金1/2を 想定した場合の金額。

注2:密 閉縦型の機械の耐用年数は10年、他の機械は5年 とし

た。この他の耐用年数は大蔵省令によつた。

注3:1頭当り経費は合計額を55頭で除した値。

注4:副 資材はオガクズ (2千円/m。 )、 すべて堆肥化調整材で

使うとして算出した。

注5:資本利子は4%と して算出した

注6:こ こに示した3方式のコストには堆肥ストックヤードは

含まれていない。
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表2 処理施設3方式の標準モデル概要

144m

施‐評…………醤酬卜……■調器―
―弔器ト

ロータリー

図1 選択チヤート
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